
緑
の
気
候
基
金
へ
の
拠
出
及
び
こ
れ
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文
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一

国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
九
十
一
号

（
抄
）

）

（
証
券
に
よ
る
基
金
へ
の
出
資
）

第
五
条

政
府
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
出
資
す
る
本
邦
通
貨
に
代
え
て
、
そ
の
一
部
を
基
金
通
貨
代
用
証
券
（
国
際
通
貨
基
金
協
定
第
三

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
邦
通
貨
に
代
え
て
基
金
に
交
付
す
る
国
債
（
日
本
銀
行
が
買
い
取
つ
た
も
の
を
含
む

）
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
で
出
資

。

。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
す
る
た
め
、
政
府
は
、
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
、
必
要
な
額
を
限
度
と
し
て
基
金
通
貨
代
用
証
券
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
基
金
通
貨
代
用
証
券
に
は
、
利
子
を
付
け
な
い
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
基
金
通
貨
代
用
証
券
は
、
第
七
条
第
一
項
の
命
令
に
従
い
買
い
取
る
場
合
を
除
く
外
、
何
人
も
、
基
金
か
ら
譲
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
基
金
通
貨
代
用
証
券
の
交
付
価
格
は
、
額
面
百
円
に
つ
き
百
円
と
す
る
。

（
基
金
に
出
資
し
た
証
券
の
償
還
）

、

、

第
六
条

政
府
は

基
金
か
ら
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
出
資
し
た
基
金
通
貨
代
用
証
券
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
償
還
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は

直
ち
に
そ
の
償
還
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
金
に
出
資
し
た
証
券
の
買
取
り
）

第
七
条

政
府
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
出
資
し
た
基
金
通
貨
代
用
証
券
に
つ
き
償
還
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
償
還
の
請

求
を
受
け
た
時
に
基
金
が
そ
の
一
般
会
計
の
一
般
資
金
勘
定
に
お
い
て
保
有
す
る
本
邦
通
貨
及
び
基
金
通
貨
代
用
証
券
（
償
還
の
請
求
を
受
け
た
も
の
を
除

く

の
額
の
合
計
額
が
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
出
資
し
た
本
邦
通
貨
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
出
資
し
た
基
金
通
貨
代
用

。
）

証
券
の
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
と
き
は

日
本
銀
行
に
対
し

そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

当
該
償
還
の
請
求
を
受
け
た
基
金
通
貨

、

、

、

代
用
証
券
の
全
部
又
は
一
部
を
基
金
か
ら
買
い
取
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
銀
行
が
買
い
取
つ
た
基
金
通
貨
代
用
証
券

こ
れ
を
借
り
換
え
た
も
の
を
含
む

を
償
還
す
る
た
め

政
府
は

外
国
為
替
資

（

。
）

、

、

金
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て

必
要
な
額
を
限
度
と
し
て
基
金
通
貨
代
用
証
券
を
発
行
し

日
本
銀
行
に
対
し

こ
れ
を
買
い
取
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が

、

、

、



で
き
る
。

３

政
府
は
、
前
二
項
の
命
令
に
従
い
日
本
銀
行
が
買
い
取
つ
た
基
金
通
貨
代
用
証
券
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
銀
行
が

買
い
取
つ
た
日
か
ら
利
子
を
付
け
、
及
び
償
還
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
基
金
通
貨
代
用
証
券
の
償
還
期
限
及
び
利
率
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
銀
行
が
基
金
通
貨
代
用
証
券

を
買
い
取
つ
た
日
の
現
況
に
よ
る
他
の
国
債
の
発
行
条
件
に
準
じ
て
、
財
務
大
臣
が
定
め
る
。

（
国
債
に
よ
る
銀
行
へ
の
出
資
等
）

第
十
条

政
府
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銀
行
に
出
資
す
る
本
邦
通
貨
に
代
え
て
、
そ
の
一
部
を
国
債
で
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
す
る
た
め
、
政
府
は
、
必
要
な
額
を
限
度
と
し
て
国
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
五
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は

前
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
に
つ
い
て

第
六
条
の
規
定
は

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銀
行
に
出

、

、

、

、

。

、

「

」

「

」

、
「

資
し
た
国
債
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

第
五
条
第
四
項
中

第
七
条
第
一
項

と
あ
る
の
は

第
十
条
第
四
項

と

基
金
」
と
あ
る
の
は
「
銀
行
」
と
、
第
六
条
中
「
基
金
」
と
あ
る
の
は
「
銀
行
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

政
府
は

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
銀
行
に
出
資
し
た
国
債
に
つ
き
償
還
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

緊
急
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
た
め
又
は

、

、

償
還
財
源
に
不
足
が
あ
る
た
め
当
該
請
求
に
係
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
の
償
還
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は

日
本
銀
行
に
対
し

政
府
が
償
還

、

、

を
行
な
う
こ
と
の
で
き
な
い
金
額
に
相
当
す
る
額
に
限
り
、
当
該
国
債
を
銀
行
か
ら
買
い
取
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は

前
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
銀
行
が
買
い
取
つ
た
国
債
に
つ
い
て
準
用
す
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

同
条
第
四

、

。

、

項
中
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、

６

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
銀
行
が
買
い
取
つ
た
も
の
を
含
む

次
項
に

、

（

。

お
い
て
同
じ

）
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
財
務
大
臣
が
定
め
る
。

。

７

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

二

日
本
銀
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
九
号

（
抄
）

）

（
他
業
の
禁
止
）

第
四
十
三
条

日
本
銀
行
は

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
日
本
銀
行
の
業
務
と
さ
れ
た
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

た
だ
し

こ
の
法
律
に
規

、

。

、



定
す
る
日
本
銀
行
の
目
的
達
成
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
財
務
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

三

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号

（
抄
）

）

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
の
特
例
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て

国
債

一
般
会
計
の
負
担
に
属
す
る
公
債
及
び
借
入
金

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く

に
限
る

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

、

（

（

。
）

。

。
）

、

。

お
い
て
同
じ

の
償
還
に
充
て
る
た
め
に
繰
り
入
れ
る
べ
き
金
額
は

前
年
度
期
首
に
お
け
る
国
債
の
総
額
の
百
分
の
一
・
六
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る

３
～
５

（
略
）

四

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
（
平
成
六
年
条
約
第
六
号

（
抄
）

）

第
十
一
条

資
金
供
与
の
制
度

１

贈
与
又
は
緩
和
さ
れ
た
条
件
に
よ
る
資
金
供
与

技
術
移
転
の
た
め
の
も
の
を
含
む

の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
こ
こ
に
定
め
る

こ
の
制
度
は

締
約

（

。
）

。

、

国
会
議
の
指
導
の
下
に
機
能
し

締
約
国
会
議
に
対
し
て
責
任
を
負
う

締
約
国
会
議
は

こ
の
条
約
に
関
連
す
る
政
策

計
画
の
優
先
度
及
び
適
格
性
の
基

、

。

、

、

準
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
当
該
制
度
の
運
営
は
、
一
又
は
二
以
上
の
既
存
の
国
際
的
組
織
に
委
託
す
る
。

２

１
の
資
金
供
与
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
透
明
な
管
理
の
仕
組
み
の
下
に
、
す
べ
て
の
締
約
国
か
ら
衡
平
な
か
つ
均
衡
の
と
れ
た
形
で
代
表
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。

３

締
約
国
会
議
及
び
１
の
資
金
供
与
の
制
度
の
運
営
を
委
託
さ
れ
た
組
織
は
、
１
及
び
２
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
の
取
決
め
に
つ
い
て
合
意
す
る
。
こ
の

取
決
め
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
む
。

ａ

資
金
供
与
の
対
象
と
な
る
気
候
変
動
に
対
処
す
る
た
め
の
事
業
が
締
約
国
会
議
の
決
定
す
る
政
策

計
画
の
優
先
度
及
び
適
格
性
の
基
準
に
適
合
し

（

）

、

て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
方
法

（
ｂ
）

資
金
供
与
に
関
す
る
個
別
の
決
定
を
（
ａ
）
の
政
策
、
計
画
の
優
先
度
及
び
適
格
性
の
基
準
に
照
ら
し
て
再
検
討
す
る
た
め
の
方
法

（
ｃ
）

１
の
規
定
す
る
責
任
を
果
た
す
た
め
、
当
該
組
織
が
締
約
国
会
議
に
対
し
資
金
供
与
の
実
施
に
関
し
て
定
期
的
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
。



ｄ

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
必
要
か
つ
利
用
可
能
な
資
金
の
額
に
つ
い
て

予
測
し
及
び
特
定
し
得
る
よ
う
な
方
法
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と

並
び

（

）

、

、

に
こ
の
額
の
定
期
的
な
検
討
に
関
す
る
要
件

４

締
約
国
会
議
は
、
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一
条
３
に
定
め
る
暫
定
的
措
置
を
検
討
し
及
び
考
慮
し
て
、
１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
を
実
施
す
る
た

め
の
措
置
を
と
り

及
び
当
該
暫
定
的
措
置
を
維
持
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
す
る

締
約
国
会
議
は

そ
の
後
四
年
以
内
に

資
金
供
与
の
制
度
に
つ
い
て

、

。

、

、

検
討
し
及
び
適
当
な
措
置
を
と
る
。

５

先
進
締
約
国
は
、
ま
た
、
二
国
間
の
及
び
地
域
的
そ
の
他
の
多
数
国
間
の
経
路
を
通
じ
て
、
こ
の
条
約
の
実
施
に
関
連
す
る
資
金
を
供
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
、
開
発
途
上
締
約
国
は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


